





































































































く有色の教育長は 1パーセント未満であろうし，ほとんどの教育長が中年層である（Blount, 2006: 
975）。他の論者によれば，20世紀後半の 50年間における教育長の平均年齢は 50歳であり，最も典
型的な教育長（48.5％）の経歴として，教員から副校長，校長，教育委員会事務局職員を経て就任し
ている。過半数の教育長は 40歳以降ないし 40歳代半ばで教育長に就任し，同一学区で 3年の雇用契
約を結び，平均すると 8.5年在職する。教育長としての通算在職年数の平均は 15～ 18年であり，そ
の間に 2～ 3の学区に勤務する。多くの教育長（68％）は，当該学区出身以外の人物が着任するもの






は 54歳と 55歳の間である。マイノリティの教育長はおよそ 6パーセントであり，60パーセントは









籍数 2万 5千名以上の学区は約 21万ドル，2万 5千名未満 1万名以上は約 16万ドル，1万名未満 2






トルの元ビジネスマン（Joseph Olchefske） が首席財務担当者を経て後任教育長として任命され 2002
年まで在職した。その後の教育長は教育委員会内の幹部や他学区の教育長経験者が着任している。ロ
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スアンジェルス学区は 2001～ 2006年にかけて元コロラド州知事（Roy Romer）を教育長に迎えてい














































教育長の役割の歴史的変化として，T.J.コワルスキー（Theodore J. Kowalski）は R.E.キャラハ
ン（Raymond E. Callahan）と自身の研究をもとに以下の 5つに時期区分している。教師兼研究者
（1850−1900年代初期），マネージャー（1900年代初期−1930年），民主的リーダー（1930−1950年代半
ば），応用社会科学者（1950年代半ば−1970年代半ば），コミュニケーター（1970年代半ば−今日）で









































































































いる。たとえば，1994年と 2004年の間におよそ 1100万人の児童生徒が学んでいる 35の都市学区で



































































































































 3） 教育長は単に “superintendent” と表記されたり “district superintendent”， “school superintendent”， “superin-







査察官（unpaid school inspector）」（Alsbury, 2009: 771）として始まったとも評されている。
 6） http://archives.aasa.org/StandUp/content.cfm?ItemNumber=9564〈2011年 10月 16日閲覧〉。
 7） http://archives.aasa.org/career/content.cfm?ItemNumber=229〈2011年 10月 16日閲覧〉。
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